
第17回福岡県市⺠教育賞表彰式
⼈にエールを︕⾏動に賞賛を︕

記念講演『みんながクリエイティブになるしくみ』
講師 中村俊介⽒（株式会社しくみデザイン 代表取締役）

名古屋⼤学建築学科卒業後、九州芸術⼯科⼤学（現九州
⼤学）にて博⼠号（芸術⼯学）を取得。参加型サイネー
ジや、SMAPなどのライブコンサートのリアルタイム映
像演出等、数々の⽇本初を⼿がける。⾝体を動かすだけ
で演奏できるAR楽器「KAGURA」や創造的ビジュアルプ
ログラミングアプリ「Springin'」など、⾮⾔語で世界中
の⼈たちをクリエイターにするサービスを世に出し続け
ており、これまでにアメリカやスペインなど世界各国か
ら30個以上のアワードを受賞している。2019年には、プ
ログラミングなどの情報教育にクリエイティブの領域を
広げる活動が評価され、福岡市⽂化賞を受賞。

開催⽇時 2019年11⽉30⽇（⼟）13：30〜
開場 13：00

会場 エルガーラ中ホール
エルガーラ博多⼤丸東館隣接 市役所側⼊⼝７F

〈スケジュール〉 13:30〜 表彰式
14:50〜 記念講演

16:20〜 懇談会（有料）

表彰式・記念講演
⼊場無料

福岡県市⺠教育賞では、教育現場、地域社会や産業界で地域の優れた
教育者の⽅々を顕彰し、より広く社会に知らしめる活動を⾏っております。

主催 福岡県市⺠教育賞実⾏委員会、（⼀社）福岡県中⼩企業経営者協会連合会、（⼀社）地域企業連合会九州連携機構
共催 （⼀社）福岡中⼩企業経営者協会、（⼀社）北九州中⼩企業経営者協会、（⼀社）筑後中⼩企業経営者協会、筑豊中⼩企業経営者協会、福岡産業振興協議会
後援(予定) 福岡県、福岡県教育委員会、福岡県PTA連合会、福岡市、福岡市教育委員会、福岡市PTA協議会、北九州市、北九州市教育委員会、北九州PTA協議会、福岡県
商⼯会議所連合会、（⼀社）福岡⻘年会議所、⻄⽇本新聞社、TNCテレビ⻄⽇本、TVQ九州放送、RKB毎⽇放送、（⼀社）九州賢⼈会議所
主管 （⼀社）地域企業連合会九州連携機構

〜表彰〜
【教育者奨励賞】教育現場において⼦ども達に伝えるべき本来の教育の本質に迫る尊い活動をなさっている⽅

⼋久保 卓爾 ⽒ 福岡県美術協会 会員
幸 政惠 ⽒ 野ばら保育園 園⻑

【地域社会賞】地域社会の中で、⼦ども達の健全な育成に⼒を注いでいる⽅

関 泰弘 ⽒ 那珂川市⻘少年育成市⺠会議 相談役
梶原 ⽇出男⽒ 全国100㎞徒歩の旅 会⻑
篠栗新聞 事務局（天野政和⽒、天野光義⽒、横⼭直志⽒）

【産業教育賞】
企業、産業界に於て、⼈材育成・ものづくり教育等のための特⾊ある取組みを実践し、顕著な実績を挙げている⽅
（⼀社）⽇本電機⼯業会福岡⽀部 福岡理科⽀援ワーキンググループ



第17回福岡県市⺠教育賞表彰式 受賞者のご紹介

参加申込書
申込先：福岡県市⺠教育賞 事務局 ⾏

FAX：092‐451‐8612
参加箇所に☑を⼊れてください

□表彰式 □懇談会（1,000円）

お名前 ご所属

お役職 電話番号

【お問合せ】
福岡県市⺠教育賞実⾏委員会事務局 福岡市博多区博多駅前2-9-28 商⼯会議所ビル1F
Tel︓092-451-8610 Fax︓092-451-8612 Email︓s-sakai@aie-Kyushu.com 担当︓境、⼩野

会場アクセスマップ

※当⽇徴収

【教育者奨励賞】
⼋久保 卓爾 ⽒

16年間にわたり延べ78校の⼩学校で絵
画指導。
児童⼀⼈⼀⼈の良さを⽣かし「⼼配な
い。⼤丈夫。」の⾔葉かけと的確な指
導で、児童は⾃分の絵に⾃信を持ち、
堂々とのびのびと描き上げる。そこに
は、絵画指導を超えて、⼈間として⼀
⼈⼀⼈を認め育てようとする、愛情深
い教育者としての姿がある。

【教育者奨励賞】
幸 政惠 ⽒

丈夫な体、豊かな⼼、みんなで仲良く
といった⼦供たちを育むべく、40年以
上にわたり地域の保育に貢献してきた。
⾃らも研鑽を積み、積極的に保育⼠を
リードし、遊びや運動を中⼼とした質
の⾼い保育を実践してきた。当時とし
ては珍しい保育⼠と乳児の愛着関係の
形成を重視した家庭的な担当制の乳児
保育を進めてきた。

【地域社会教育賞】
関 泰弘 ⽒

平成4年から指導員、平成10年より
指導員を兼務し、平成26年まで⻘少
年の健全な育成のための環境を整備
する活動に精⼒的に取り組む。
⾃⾝が発起⼈となった⾮⾏防⽌啓発
意⾒発表会＆パレードには、43団体
500⼈が参加し、地域をあげて⻘少
年の健全な育成を推進する気⾵を醸
成している。

【地域社会教育賞】
梶原 ⽇出男 ⽒

【地域社会教育賞】篠栗新聞事務局
（天野政和⽒、天野光義⽒、横⼭直志⽒）
平成21年から毎週⾦曜⽇に地域新
聞「篠栗新聞」を発⾏し、現在
920号を超える。取材から配布の
全てをボランティアで⾏う。
町（地域）の宝である⼦ども達の
頑張りや、地域の⽇常を伝えるこ
とが、地域の元気に繋がるとの信
念で、地元の⼩中学校の⾏事やイ
ベントを町⺠に伝え続けている。

平成10年より⼩学校4年⽣から6年⽣
を対象に「つくし路100km徒歩の
旅」を実施。⾏程中の⼦ども同⼠の
助け合いや⼤学⽣、社会⼈との世代
を超えた触れ合いを通じ、ホーム
シックや体⼒の限界を乗り越え⽬標
を達成したときの感動を今後の成⻑
の糧にすることを⽬的としている。

【産業教育賞】（⼀社）⽇本電機⼯業会
福岡⽀部 福岡理科⽀援ワーキンググループ

次世代を担う科学技術⼈材育成のため、早期段階から社
会と結びついた理科教育を⽀援する活動に取り組む。
児童の興味・関⼼を⾼める仕掛け「なぜ？」「どうし
て？」の好奇⼼を引き出し、新たな気付きを促す事を⽬
的とし、教科書では学べない実社会の情報を教材化して
いる。


